












 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

景観形成の基本原則 

２－２市街地開発の文脈 
（（（（４４４４））））人人人人々々々々をををを迎迎迎迎ええええ入入入入れるれるれるれる駅前空間駅前空間駅前空間駅前空間    

駅前は市外からの来訪者を迎え入れ、まちの印象を左右する“顔”となる空間であり、景観形成上非常に重要です。印象を高めるべく、

駅舎や駅前空間の整備、再開発事業等が一定のコンセプトに基づき行われ、周辺の景観形成にも広がっています。 

○生駒駅 

・北側は駅前北口市街地再開発事業が順次進行中であり、地区全体の景観形成の基本方針として生駒の玄関

口としてふさわしいにぎわいとうるおいが感じられるまちづくり、山なみと調和する良好な眺望景観に配

慮したまちづくりなどが位置づけ 

・南側は生駒山系への眺望が良く望める一方、民間建築物（テナントビル）が主に立地しており、北側と比

して屋外広告物などの要素が多くなっている 

生駒駅北口：アントレいこま２・駅前広場 

生駒駅南口：生駒駅駅舎と生駒山方面 

生駒駅北口：第４地区商業エリア 

生駒駅南口：民間ビルの建ち並ぶ景観 

 

外観・基壇部と上層部の２段構成の

デザインを採用、上層部は彩度を抑

えて空等との調和や眺望への影響

を軽減 

広告物は必要最小限の面積でアク

セント色的に使用 

シンボルツリーを配し、無機的にな

りがちな駅前広場に緑の潤いを与

えている 

広告物は必要最小限の面積で集合

化 

生駒山系への眺望を妨げない、白を

基調に山系の傾斜を意識した駅舎

のデザイン 

眺望に優れた 

デッキ 

広告物は一定数あるものの、比較的

抑えられたデザイン・配置となって

いる 

○東生駒駅 

・近鉄が奈良学園前や生駒台の宅地造

成の経験を活かして大規模住宅地開

発を進め、それに伴い駅周辺整備が

進む 

・駅舎内に商業施設が設置される他バ

スターミナルも設けられ、谷田大路

線沿道に医院、銀行等が建ち並ぶ 

・国道 168号の修景整備も実施 

○学研奈良登美ヶ丘駅 

・奈良市と接しており、平成 18年 3月

に開業、土地区画整理事業が実施さ

れ新市街地が創出 

・このような新市街地にふさわしい良

好な広告景観の形成を図るため、平

成17年4月に奈良県屋外広告物条例

による景観保全型広告整備地区」に

指定 

東生駒駅：駅舎と駅前広場 東生駒駅：駅前広場を取り巻く景観 

白庭台駅：駅前の景観 

山を想起させる駅舎のデザイン 

商業施設を内側に収める 

広場に面して民間建築物が立地 

生駒駅同様、緑で駅前空間にうるお

いを、モニュメントも配置 

アイストップとなる樹林地 

矢田丘陵への眺望も望める 

デッキ空間 

周辺となじむよう緑を配置 

周辺の建築物と同様の色彩計画 

広告物の掲出も制限 

○白庭台駅 

・白庭台住宅地の玄関口として一体的

に整備 

・病院、マンション等が調和する形で

計画、立地 

 

丘陵地との調和を意識したと思わ

れる曲線のデザイン 

緑で駅前空間にうるおいを

付加 

周辺建築物もデザインを調和 

学研奈良登美ヶ丘駅：駅北口の景観 学研奈良登美ヶ丘駅：駅南口の景観 

 

○第一印象を決めるまちの“顔” 

・駅は市外から訪れる人にとってそのまちの第一印象を決めるまちの“顔”であり、市街地再

開発事業等を核に一定のコンセプトに基づいて景観形成が行われている 

○駅を核とした連歌式の景観 

・一定のデザインコードに基づき、地区の景観を特徴付ける駅舎・駅前広場等が整備されている。さらに、その景観に即し

た・調和した形で隣接する建築物等も連歌のように連鎖的に計画・建設され、地区一体で統一的な景観を形成している。 
（連歌・・・和歌の上の句（五・七・五）と、下の句（七・七）を多数の人たちが交互に作り、ひとつの詩になるように競い合

って楽しむ文芸） 

 

白庭台駅：駅前の景観 

周辺建築物もデザインを調和 










